
令和 6年度 第 5回中郷区地域協議会次第 

 

 

日 時:令和 6年 8月 26 日(月)18 時 00 分～ 

場 所:中郷コミュニティプラザ ホール 

 

 

 

１ 開 会 

 

 

２ 報 告 

 ファシリテーション研修、正副会長意見交換 

 

３ 協 議 

自主的審議事項「中郷区型コミュニティバスのあるべき姿」について 

 (1) 「（仮称）さとまるバスの運行による検証事業」について（資料№1） 

 

(2) 「子どもの い～場所開設事業」について（資料№2、3、4） 

 

（3）視察研修の行先（目的）と時期について（資料№5） 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉 会 

 

 

 

（陸上自衛隊関山演習場と中郷区との関わりについて） 



別記第１号様式 

                               

                              令和 6 年 8 月 9 日 

 

    新潟県知事  様 

  

                   特定非営利活動法人中郷区まちづくり振興会 

理事長  岡田 龍一 

 

 

令和６年度新潟県地域の移動手段確保支援事業費補助金交付申請書 

 

標記補助金の交付を受けたいので、新潟県地域の移動手段確保支援事業費補助金第

５条の規定により関係書類を添えて下記のとおり申請します。 

 

 

記 

                                      

                                      

１ 補助金交付申請額   金   226 千円 

 

       （内訳） 

事業区分 申請額 

 事業準備支援        

 事業実施支援 226 千円 

 

 

２ 交付を申請する事業 

 

（１）事業準備支援  

 

補助対象事業の内容  

 

 

 

補助対象

事業の着

手予定日  

 

 

補助対象経費（税抜）

（円） 

 

 

補助率  

 

 

補助金交付申請

額  

(千円) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合計   1/2  

資料 No１ 

中郷区地域協議会 

R6.8.26 



 （２）事業実施支援  

 

取組 

(地区・ 

路線等) 

 

補助対象事業の内容 

 

 

補助対象

事業の着

手予定日 

 

補助対象経費 

（税抜）（円） 

 

 

補助率 

 

 

補助金 

交付申請額 

(千円) 

中郷区に

おける住

民主導型

コミュニ

ティ交通

事業の運

行に係る

実施準備 

車両リース料(1 台) 

令和 6 年 

8 月 

100,000 円 1/2 50 千円 

交通空白地有償運送

新任運転者講習に関

する経費 

202,940 円 

・受講料 25,500 円

×5 人＝127,500 円 

・講習場所までの移

動費 

燃料代 20,000 円 

(10,000 円×2 回分) 

高速道路使用料 

3,860 円×2(往

復)×2 回＝15,440 円 

受講者日当 

8,000 円×5 人＝

40,000 円 

1/2 101 千円 

新規設置停留所作成

費用 

128,000 円 

12,800 円×10 基 
1/2 64 千円 

住民周知チラシ作成

用紙代(中郷区全世

帯分) 

22,656 円 

6.4 円×1,180 世帯×

3 枚 

1/2 11 千円 

小計 453,596 円  226 千円 

合計 453,596 円  226 千円 

 

３ 地域の移動手段確保に向けた取組概要  

  添付書類のとおり  

 【添付書類】  

（事業準備支援）  

①申請者の概要 ※申請者が市町村以外の場合は提出必須。 

（要綱別記第１号様式の別紙１） 

②共同事業の概要 ※当該事業が共同事業の場合は提出必須。 

（要綱別記第１号様式の別紙２） 

③計画対象地域市町村の意見書 ※申請者が市町村以外の場合は提出必須。 

（要綱別記第１号様式の別紙３） 

④地域の移動手段確保の取組計画 

（要綱別記第１号様式の別紙４の１） 

⑤工程表 

（要綱別記第１号様式の別紙５） 



 

（事業実施支援）  

①申請者の概要 ※申請者が市町村以外の場合は提出必須。 

（要綱別記第１号様式の別紙１）  

②共同事業の概要 ※当該事業が共同事業の場合は提出必須。 

（要綱別記第１号様式の別紙２） 

③計画対象地域市町村の意見書 ※申請者が市町村以外の場合は提出必須。 

（要綱別記第１号様式の別紙３） 

④地域の移動手段確保の取組計画 

（要綱別記第１号様式の別紙４の２） 

⑤工程表 

（要綱別記第１号様式の別紙５） 

 

                                                                               

【別記第１号様式 記載要領】  

（１）事業準備支援  

１ 補助対象事業の内容：補助対象事業の具体的な内容を記載してください。（例：

先進地視察、専門家派遣等）  

２ 補助対象事業の着手予定日：補助対象事業に着手する予定の日を記載してくださ

い。  

３ 補助対象経費（税抜）：補助対象事業に係る経費の額を円単位（円未満の端数切

捨て）まで算出して記載してください。なお、国の補助金などの収入を差し引い

た額を記載してください。 

４ 補助金交付申請額：補助対象経費に補助率を乗じた額を千円単位（千円未満の端

数切捨て）まで算出して記載してください。  

 

（２）事業実施支援  

１ 取組（路線・地区名）：補助対象事業の取組を、路線・地区等の取組単位で記載

してください。（例：○○地区の乗合タクシー、コミュニティバス▲▲線等）  

２ 補助対象事業の内容：補助対象事業の具体的な内容を記載してください。（例：

車両購入３台、実証運行等）  

３ 補助対象事業の着手予定日：補助対象事業に着手する予定の日を記載してくださ

い。  

４ 補助対象経費（税抜）：補助対象事業に係る経費の額を円単位（円未満の端数切

捨て）まで算出して記載してください。なお、国の補助金、有償の実証運行によ

る運賃などの収入を差し引いた額を記載してください。 

５ 補助率：要綱別表に記載の補助率に従って記載してください。 

６ 補助金申請額：補助対象経費に補助率を乗じた額を千円単位（千円未満の端数切

捨て）まで算出して記載してください。 



第１号様式の別紙３ 

 

令和 6年度 新潟県地域の移動手段確保支援事業費補助金 

計画対象地域市町村の意見書 

 

市町村名 上越市 

連携の内容 

 上越市では、バス路線の廃止地域等の交通空白地において、住

民組織の互助による輸送の取組を行う団体に対し、支援を行って

いる。 

 中郷区から妙高市新井地区を運行している乗合タクシー（岡

沢・稲荷山ルート）が、令和 7年 3月末での路線廃止を予定して

おり、区内に交通空白地が発生することから、特定非営利活動法

人中郷区まちづくり振興会が互助による輸送の取組を令和 7年 4

月から予定しており、市は、この取組に対し、準備段階の令和 6

年度から支援を行っている。 

担当者 上越市総合政策部交通政策課   氏名 野沢 洋輔 

 所在地 上越市木田 1-1-3 

 連絡先 
電 話：025-520-5633    FAX：025-526-8363 

E-mail：kotsu@city.joetsu.lg.jp 

 

 

 

  

  令和 6年 8 月 9 日 

 

                   上越市長  中川 幹太   

 

 

 



別記第１号様式の別紙４の２ 

 

地域の移動手段確保（事業実施支援）の取組計画 

 

１．取組の実施地区・路線等の概要 

（１）上越市中郷区の地区・路線等について 

(地区・人口) 

・市南部に位置し、生活範囲が妙高市に囲まれたやや特殊な地理条件を持った、中

山間地域を抱える過疎地域である。人口減少と高齢化率の上昇が著しく、人口は

3,390 人（R2 国勢調査）の地域である。 

（各バス路線の状況） 

・中郷区内は、乗合タクシーの運行により地域住民の移動手段を確保されているが、

2 者の運行事業者の内の 1 者が、令和 5 年 10 月に撤退する事態になった。同年

11 月からは、公共交通空白地を避けることを最優先に運行便数及び運行範囲を縮

小し、地域住民にとっては不便な移動手段となっている。このことから、令和 7

年 3月末で路線廃止し、互助による輸送への転換を進めている。 

（各地域の状況） 

・中郷区内には、市の中心地である高田地区や直江津地区及び隣接する妙高市へ繋

がる鉄軌道路線(えちごトキめき鉄道 妙高はねうまライン)が通り、二本木駅があ

る。中郷区内の目的地（二本木駅、病院・歯科医院、個人商店、金融機関など）

の他、妙高市内の総合病院やスーパーなど、今後も高齢者を主にした通院、買物

等の移動手段の確保が必要な状況にある。 

 

（２）添付資料 

  ・地区周辺図及び路線図(令和 6年 4月時点の現状と令和 7年 4月時点の再編案) 

   ・中郷区の人口の推移(平成 12 年～令和 2年、国勢調査年) 

  ・再編を予定している乗合タクシーの利用者の推移(令和元年度～令和 5年度) 

 

２．取組の目標・計画 

（１）目 標 

・高齢者を中心とした通院や買物時等の移動手段等を確保するため、中郷区におい

て、令和 7 年 4 月から 6 か月間、互助による輸送（※住民主導型コミュニティ交

通事業）の実証運行を行う。 

・利用状況を鑑み、一定程度の需要を確認した上で、実証運行期間終了後、本格運

行へ移行する。 

※バス路線が廃止となった地域における住民の移動手段を確保するために住民組織

が行う交通空白地有償運送のこと。 

 

 

 

 



 

 （２）令和 6年度（R6.4.1～R7.3.31）の取組概要について 

取組（地区・路線等） 内 容 実施主体 実施時期 

中郷区における住民主

導型コミュニティ交通

事業の運行に係る実施

準備 

○実証運行に向けた

準備(運行範囲、運

行ルート、ダイヤ調

整など) 

特定非営利活動法人

中郷区まちづくり振

興会 

○運行車両リース契

約：R7.3～ 

○新規停留所設置：R7.3 

○運行開始にかかる住   

民周知：R7.1～ 

※取組の概要がわかる資料（実証運行路線図、施設の見取図面等）を添付する。 

 

（３）取組に必要な事業費（見込み）              （単位：千円） 

取組 

（地区・路線等） 
内容 

総事業費（税抜） 

（うち補助対象経費） 
県補助 

その他 

補助 

申請者 

負担 

中郷区における

住民主導型コミ

ュニティ交通事

業の運行に係る

実施準備 

車両リース(1 台) 
110 

(109) 
54 56 0 

交通空白地有償運

送新任運転者講習

に関する経費 

203 

(202) 
101 102 0 

新規設置停留所作

成費用 

128 

(128) 
64 64 0 

住民周知チラシ作

成用紙代 

23 

(22) 
11 12 0 

合 計 464 230 234 0 

（参考）補助対象年度の前年度までの地域の移動手段確保支援事業費補助金の活用状況 

（単位：千円） 

取組 

（地区・路線等） 
内 容 実施時期 

総事業費（税抜） 

（うち補助対象経費） 
県補助 

   
  

   
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
３．事業実施の効果等について （１）（２）いずれか一方記載 

（１）１年目事業の場合 

取組 

（路線・地区等） 
項目 説明 

 

 

 

 

 

 

 

中郷区における

住民主導型コミ

ュニティ交通事

業の運行に係る

実施準備 

 

 

 

 

 

 

 

既存の取組の課題は何

か（公共交通、その他

サービス等） 

・既存の乗合タクシーが令和 7 年 3 月末で廃

止となり、区内から路線バスに類する公共

交通が無くなることから、既存の利用者の

受け皿となる交通手段の確保が必須である

こと。 

課題解決に向けた障壁

は何か 

・運行経験のない住民団体が新たな移動サー

ビスを行うこと。 

・運行の実施に多額の経費がかかること。 

・運行に必要な運転手を常に確保すること。 

どのように路線の改善

等、地域の移動手段を

確保していくか 

・利用者を中心とした住民の移動需要を調査

し、より実態に即した移動手段を構築する。 

これまで取り組んでい

なかった新しい取組で

あるか 

・同区内では初めての導入である。（市内では、

中ノ俣地区、三和区及び柿崎区で導入され

ている。） 

本取組を行うことによ

り、どのくらいの輸送

人員増加が見込めるか 

・実証運行開始前であるため、令和 6 年度に

おいて、本取組による輸送人員の増加は見

込んでいない。 

県の支援終了後、どの

ように取組を継続させ

るか 

・令和 7年 4月から 9月まで実施予定の実証

運行における乗降地点や時間帯等の利用状

況を分析し、移動手段に困っている人のた

めの運行を高い利便性と持続可能な運行形

態での確立を目指す。 



 

（２）２年目事業の場合 

取組 

（路線・地区等） 
項目 説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年目の実証運行結果     千人/年増加・減少 

 

実証運行結果を踏まえ

た課題 

 

本取組を行うことによ

り、どのように１年目

事業の課題解決が図ら

れるか 

 

 

県の支援終了後、どの

ように取組を継続させ

るか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年目の実証運行結果     千人/年増加・減少 

 

実証運行結果を踏まえ

た課題 

 

本取組を行うことによ

り、どのように１年目

事業の課題解決が図ら

れるか 

 

 

県の支援終了後、どの

ように取組を継続させ

るか 

 

 



（記 載 例） 

１．取組の実施地区・路線等の概要 

（１）地区・路線等について 

 ・Ａ地区は、市内中心部から５ｋｍ程度離れた山あいの地域にあり、地区人口  

  が毎年２％程度減少している過疎地域である。 

 ・同地区の人口は、３００世帯９００人（R2 国勢調査）であり、高齢化率が 

４２％となっている。 

 ・Ａ地区には、市内中心部と同地区を結ぶバス路線が１日２回運行していたが、

従来利用があった高校生の減少により、利用者数が大きく減少し（年間利用者

数(R4～R5) 15 千人→10 千人）、加えて、運行事業者の運転手不足もあって、

令和６年３月末で路線が廃止となる予定。 

 ・Ａ地区は家屋が散在しており、元々バス停留所までの距離が１～２km あった住

民も多かったことから、高齢者にとっては利用しにくい状況であった。 

 ・しかし、Ａ地区内には病院、スーパーがなく、同地区に住む高齢者においては、

同地区と市内中心部とを結ぶ交通手段の確保は、今後ますます必要不可欠とな

ってくる。 

 

（２）添付資料 

  ・地区周辺図（５万分の１の図面）及び路線図 

   ・Ａ地区の人口及び高齢化率の推移（○○年度～○○年度） 

   ・バス路線の利用者の推移（○○年度～○○年度） 

 

 

２．取組の目標・計画 

（１）目 標 

 ・交通空白地を解消し、高齢者等の移動手段を確保するため、○○年４月から１

年間、ドア・ツー・ドアの乗合タクシーの実証運行を行う。 

 ・最初の６ヶ月間の利用状況により、一定程度の需要がある場合には、翌年度以

降の本格運行に向け、利用者登録、利用者からの電話等による予約受付、最適

運行ルートの検索・設定・運行等一連の流れについて、関連機器一式により一

括管理し、ドア・ツー・ドアの効率的なサービス提供を可能とする予約システ

ムを導入する。 

（２）○○年度（○○.4.1～○○.3.31）の取組概要について 

取組（地区・路線等） 内 容 実施主体 実施時期 

○Ａ地区乗合タクシ

ー 

 

○実証運行 

○ﾃﾞﾏﾝﾄﾞｼｽﾃﾑ導入 

・関連システム開発 

・導入機器 

・オペレーター研修 

■■市地域公共交

通活性化協議会 

○ 実証運行 

 ○○.10～○○.9 

○ デマンドシステム

導入 

 ○○.7～○○.8 



※取組の概要がわかる資料（実証運行路線図、施設の見取図面等）を添付する。 

 

（３）取組に必要な事業費（見込み）              （単位：千円） 

取組 

（地区・路線等） 
内容 

総事業費（税抜） 

（うち補助対象経費） 
県補助 

その他 

補助 

申請者 

負担 

○Ａ地区乗合

タクシー 

 

○ 実証運行 

 

3,000 

（3,000） 
1,500 500 1,000 

○ デマンドシ

ステム導入 

6,000 

（6,000） 
3,000 1,000 2,000 

合 計 
9,000 

（9,000） 
4,500 1,500 4,000 

（参考）補助対象年度の前年度までの地域の移動手段確保支援事業費補助金の活用状況 

（単位：千円） 

取組 

（地区・路線等） 
内 容 実施時期 

総事業費（税抜） 

（うち補助対象経費） 
県補助 

○Ａ地区乗合

タクシー 

 

○ラッピング施行

（２台分） 

○チラシ製作 

〇〇.3 1,000 

（見込み） 

500 

（見込み） 

 

３．事業実施の効果等について （１）（２）いずれか一方記載 

（１）１年目事業の場合 

取組 

（路線・地区等） 
項目 説明 

○Ａ地区乗合

タクシー 

 

既存の取組の課題は

何か（公共交通、その

他サービス等） 

利用者が減少していること及び運転手の確保

が困難になっていることで、路線バスの運行継

続が不透明になっている。 

課題解決に向けた障

壁は何か 

・運行継続するための経費が増大しており、財

政面の問題がある。 

・大型二種免許資格の保有者を確保することが

困難。 

どのように路線の改

善等、地域の移動手段

を確保していくか 

既存の路線バスから乗合タクシーに転換する

ことで、経費削減、運転手確保を図り、持続可

能性を確保する。 

これまで取り組んで

いなかった新しい取

組であるか 

当該地区での乗合タクシーは初めての取組で

ある。 



本取組を行うことに

より、どのくらいの輸

送人員増加が見込め

るか 

 10 千人/年増加 

 廃止予定のバス路線の輸送人員と同程度を

見込む。（○○年度路線バス「●●～▲▲線」

の輸送人員 10 千人/年） 

県の支援終了後、どの

ように取組を継続さ

せるか 

・来年度以降、本格運行として、地域内フィー

ダー補助を活用予定。 

（２）２年目事業の場合 

取組 

（路線・地区等） 
項目 説明 

○Ａ地区乗合

タクシー 

１年目の実証運行結

果 

  6 千人/年増加 

（目標：10 千人/増加） 

実証運行結果を踏ま

えた課題 

・乗合率が低く、運行効率が悪い 

・停留所が少なく、利便性が低い。 

課題に対する解決策 ・事前予約締切を前日から利用 30 分前とする

ことで利便性を上げる。 

・新たな需要開拓のため、▲▲健康センターと

■■コミュニティセンターを停留所に加える。 

本取組を行うことに

より、どのくらいの輸

送人員の増加が見込

めるか 

 3,240 千人/年増加 

（算出根拠を記載する） 

 １便当たりの利用者数を２人増加させる。 

２人×６便×270 日＝3,240 人 

県の支援終了後、どの

ように取組を継続さ

せるか 

・来年度以降、本格運行として、地域内フィー

ダー補助を活用予定。 

 

 



「家や学校以外で子どもが気軽に集まり、子ども同士で自由な活動ができる場所」 

そんな「居場所」を探るため、「い～場所」を開設します。 

開
設
日
、
開
設
場
所
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

変
更
の
際
は
、
事
前
に
参
加
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

＜開設時間＞ 

放課後～午後5時30分 

＜参 加 費＞ 

無料 

7 

 

6 

2月17日㊊ 
中郷総合体育館 

4 5 

11月12日㊋ 

1 

片貝縄文資料館 

9月9日㊊ 2 

3 

片貝縄文資料館 

子どもの参加にあたり、次の事項をご承知おきください。 

□「い～場所」では、大人による見守りを行いますが、基本的には子ども達の自由な時間になります。 

□通常と異なる下校になるため、校門から居場所までは中郷区まちづくり振興会が管理監督します。 

□終了時間に合わせて、保護者等のお迎えをお願いします。 

  お迎えに来れない場合は、中郷区まちづくり振興会が送迎します。自宅でのお出迎えをお願いします。 

□災害発生等緊急時は、保護者等のお迎えをお願いします。 

□傷害保険に加入し保険の範囲内で対応します。けが等は応急処置のみの対応になります。 

□今後の検討に活かすため、参加される子どもと保護者にアンケート調査をお願いします。 

問合せ 中郷区総合事務所 地域振興班  ☎74-2411 または 

    NPO法人中郷区まちづくり振興会 ☎74-2455 

 

◆申し込み期限   第1回目（9月9日㊊）は、9月５日㊍まで 

                第2回目以降は、開催日の10日前までに 

                お申し込みください 

 

◆参加申し込み方法 

  スマホカメラで二次元コードを読み取ってください。→ 

資料No2 
中郷区地域協議会 

R6.8.26 



資料No3
中郷区地域協議会

R6.8.26

（R6.8.26　事務局（案））

アンケート項目の検討

<子ども向け>

Q1 「子どもの い～場所」に参加した理由または参加しなかった理由は何ですか。

□参加した　　　　　 （理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

□参加しなかった （理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
「参加しなかった」に✓を入れた方は、Q4へ進んでください

Q2 今日の「子どもの い～場所」は楽しかったですか。

□楽しかった　　　　（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□楽しくなかった （理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q3 「子どもの い～場所」でやってみたいことはありますか。どんなことですか。

□ある（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ない

Q4 学校から下校して寝るまでの間、何をしている時間が多いですか。多い順に３つ選んでください。

□習い事　　□宿題や勉強　　□ゲーム機　　□インターネット（YouTube）　　□読書

□友達の家で遊ぶ　　□家族と（　　　　　　　　　）をする　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q5 学校から下校後は、何をしている時間が楽しいですか。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q6 家や学校以外に「ここに居たい」と感じる場所がほしいですか。

□ほしい　　□ほしくない

Q7 家や学校以外で「ここに居たい」と感じる場所はありますか。ある人は、それはどんな場所ですか。

□ある（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ない

Q8 家や学校以外で、どんな居場所がほしいですか。

□ひとりで過ごせる場所　　□子どもだけで過ごせる場所　　□家族と過ごせる場所

□習い事を教えてくれる場所　　□大人が遊んでくれる場所　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q９ あなたの学年を教えてください。

前回の地域協議会で、参加しなかった子どもにもアンケートを取ってはどうかと意見を
いただきました。どのようなタイミングでアンケートを取るべきか、委員の皆さんの意見
をお聞かせください。



（R6.8.26　事務局（案））

アンケート項目の検討

＜保護者向け＞

Q1 「子どもの い～場所」に参加した理由または参加しなかった理由は何ですか。

□参加した　　　　　 （理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

□参加しなかった （理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q2 特定の曜日など、定期的にお子さんの体調が悪い日がありますか。

□ない　　□（　　）曜日が多い　　□曜日に関係なく（　　　　　　　　　　　　　　　　）の日

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q3 「子どもの い～場所」開設事業の計画で、不安な点や、改善してほしい点はありますか。

Q4 家や学校以外に子どもの居場所は必要だと思いますか。

□必要　　（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□不要　　（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（不要と思う方はここで終了）

Q５ 子どもの居場所としてどのような場所がふさわしいと思いますか。

Q６ 地域で子どもの居場所を開設した場合、保護者は、参加できますか。

□会場までの迎え　　□会場までの送迎　　□会場での見守り　　□保護者の参加は困難

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q７ 子どもの居場所は、どのくらいの頻度で必要と考えますか。

□土日祝日を含む毎日　　□学校がある日毎日　　□週に（　　）日程度

□月に（　　）日程度　　□居場所の開設は不要　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q８ 参加後のお子さんの様子に変化はありましたか。

□あった（具体例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□ない

Q９ お子さんの学年を教えてください。



１　事業計画

（１）取組の名称（現時点の仮称。今後の協議で変更する場合があります）

（２）取組の目的（「〇〇を〇〇するため〇〇を実施する」など、理由やきっかけなど）

（３）取組概要（令和６年度に実施すること。取組の具体的な項目）

（４）令和６年度の取組目標（数値目標など、事業完了時に検証可能な目標）

「令和６年度　地域独自の予算」に提案する取組の概要

【中郷区№2】　　

子どものい～場所開設 事業

全世帯アンケートや保護者座談会で得た、子どもの居場所に関する声（近所で遊
べる友達がいない。移動手段がなく気軽に集まれない。親同士の遠慮がある。少
ない人数の限られたコミュニティの中で育つため、将来のコミュニケーション能
力が不安。など）の解決に向けた第一歩として、子ども同士が気軽に集まり自由
な活動ができる場所を提供する。（結果を検証しながら次年度につなげる）

・こども政策課が所管する「上越市こどもの家事業」をモデルに、中郷小・中学
生を対象とした、子どもたちだけで過ごせる場所を提供する。（集まった子ども
達が自由に過ごすこととし、活動メニュー等は用意しない。施設で活動している
団体等が見守りのみ行う。）
・場所は、管理人の常駐する公共施設とし、中郷総合体育館、はーとぴあ中郷、
片貝縄文資料館（片貝地域生涯学習センター）、中郷コミュニティプラザを想
定。
・居場所となる各公共施設で活動する団体等に声がけし、子どもたちの見守りを
兼ねた活動を推進する。
・参加する子どもたちの移動は、下校時はスクールバス等既存の移動手段を利用
し、居場所からの帰宅は、保護者の迎えまたは送迎とする。
・小学生の下校時間が比較的早い日を実施日とし、２学期から月１回程度の開設
を想定する。

・利用した子どもの満足度60％以上
・保護者からの継続を望む声が10件以上寄せられる

市・委託

資料No４

中郷区地域協議会

R6.8.26

－ 1 －



（５）期待する効果及び将来的な展望

（６）取組の詳細

対象者の
見込み

年代 ■青少年　　□大人一般　　□高齢者　　□年代不問

概ねの人数 約170人（小学生97人、中学生73人）

事業実施者（体制） □提案者と同じ　　□実行委員会組織　　□その他（　　　）　　

・年々減少が続き、変化の少ない人間関係の中で育つ中郷の子どもたちの協調
性、自主性、自立性を育くむことで、生きる力や社会性を向上。
・仕方なく、やむを得ずゲーム等で一人で時間をつぶしている子どもの成長を心
配する保護者のストレス等の軽減及び過疎化する地域の魅力向上。
・地域で子どもを育てる機運の醸成により、地域の輪を広げ、子どもたちの新た
な居場所としての定着や各種団体等の交流に期待。
・子どもたちが中郷で過ごした幼少期の思い出として、Ｕターンのきっかけの一
つになることを期待。

5 実施準備 関係団体への説明、調整

6 実施準備

実施時の
スタッフ数見込み

月 実施事項 内容

4 実施準備

9 い～場所開設 1回目実施

10 2回目実施

7 実施準備

8 実施準備 小学校、中学校を対象に登録者募集

1 5回目実施

2 6回目実施

11 3回目実施

12 4回目実施

3 7回目実施

－ 2 －



２　収支計画

（１）収入の部

円

円

円

円

（２）支出の部　（費用名はコピー用紙、講師謝礼、印刷代など具体的に分類して記入）

人 円

式 円

H 円

回 円

L 円

H 円

月 円

％ 円

％ 円

円

円

円

円

市予算

参加者負担金

費　　目 金　　額 説　　明

合　　計

費用名 数量 単価 金　　額 説明等

自己資金

見守り謝礼 14 7,000 98,000 ＠7,000×2人×7回

保険料 1 27,400 27,400 傷害保険

事業調整人件費 360 1,000 360,000
1,000円/H
360H＝6H×5日×12月

送迎車レンタル料 7 17,600 123,200 帰宅時の送迎車

送迎車ガソリン代 35 186 6,510 5L×7回

送迎車運転手 14 1,400 19,600
1,400円/H
1.5H×7回+α

合　　計 773,081

0

0

消耗品費 12 350 4,200
1,400円/H
1.5H×7回+α

0

諸経費 10 63,891

消費税 10 70,280

－ 3 －



中郷区地域協議会　委員視察研修実績（平成29年度～）

年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

平成29年11月1日 平成30年11月1日 令和1年10月31日 令和2年11月24日 令和3年11月9日 令和4年11月18日 令和5年12月9日

(水) (木) (木) (火) (火) (金) (土)

①子育ての駅ぐんぐん ①(農)菖蒲生産組合 ― ①雪郷base ①駐屯地記念館 ①小布施周遊バス乗車

②ギルドハウス十日町 ②(農)みずほ ②雪郷ロッジ ②駐屯地厚生センター ②小布施町散策

③日曹二本木工場 ③区内通学路危険個所 ③小布施町役場

視察なし（先進事例で
ある神山町の事例詳細
についての学習会）

（会場）
はーとぴあ中郷
研修室

③まちづくりに関する
行政の取組について、
小布施町担当者との意
見交換

①ニュースレター創造
行政No52に記載された
「神山町から学ぶまち
づくりのポイント」に
ついて、創造行政研究
所 内海副所長から講
義を受けた。

②委員と内海副所長と
の意見交換

長野県小布施町

②住民ぐるみの景観づ
くり視察

①バス運行体験、運行
状況の視察

コロナ禍のため区内で
の対応とした

コロナ禍のため区内で
の対応とし、関山演習
場の視察を希望したが
演習訓練中につき日程
調整できず高田駐屯地
に変更

①②高田駐屯地視察①②雪郷プロジェクト
の取組について視察

日曹二本木工場の最新
の事業状況等について
視察

③さとまる学校で確認
した通学路の危険個所
情報の共有

内容

津南町への視察を予定
していたが、台風21号
による津南町での被害
により中止

①②集落営農の法人化
の経緯、現在の運営に
ついて

①長岡市の子育て支援
制度や取組み等につい
て

自主的審議事項の現地
視察で夕日ヶ丘の状況
確認と台風19号による
区内の被害箇所の状況
確認

備考

③新設されたカントリ
エレベーターの視察

②多様な人たちが集う
住み開きの古民家シェ
アハウスについて

月日

視察し
た施設
等

高田駐屯地、中郷区内中郷区内中郷区内行先 長岡市、十日町市
大島区、牧区、JAえち
ご上越農協

③妙高はねうまカント
リーエレベーター

資料№5
中郷区地域協議会
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